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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　癌幹細胞を検出する、同定する及び／又は定量するためのin vitroの方法であって、細
胞中のＯＶＯＬ１遺伝子、プロモーター及び／又は発現産物の：
（ａ）発現のレベル；
（ｂ）活性；又は
（ｃ）配列；
を評価する工程を含んでなる、前記方法。
【請求項２】
　癌幹細胞が、造血性、上皮性、乳房、卵巣、肺、膵臓、前立腺、脳、結腸、骨髄、及び
／又はリンパ液癌幹細胞である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＯＶＯＬ１の発現産物がｍＲＮＡであり、ここで該ｍＲＮＡは所望によりノーザンブロ
ット、ＲＴ－ＰＣＲ又はｑＲＴ－ＰＣＲを使用して検出され、または、
　ＯＶＯＬ１の発現産物がタンパク質であり、ここで該タンパク質は所望により抗体によ
り検出される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　精製された核酸であって、異種遺伝子に機能可能なように連結されたＯＶＯＬ１遺伝子
のプロモーターを含んでなり、前記異種遺伝子が：
（ａ）癌遺伝子；又は
（ｂ）レポーター遺伝子
である、前記精製された核酸。
【請求項５】
　トランスジェニック非ヒト動物であって、ＯＶＯＬ１プロモーター及び／又はコード配
列を含んでなる核酸構築物を含んでなる、前記トランスジェニック非ヒト動物。
【請求項６】
　該核酸構築物が請求項４の核酸を含んでなる、請求項５に記載のトランスジェニック非
ヒト動物。
【請求項７】
　ヒト癌及び／又は他の幹細胞由来疾患をモデル化するための、請求項５又は６のトラン
スジェニック非ヒト動物の使用。
【請求項８】
　トランスジェニック非ヒト動物において癌幹細胞を検出する方法であって、該レポータ
ー遺伝子を発現する請求項６のトランスジェニック非ヒト動物中の該細胞を同定する工程
を含んでなる、前記方法。
【請求項９】
　癌幹細胞の実質的に純粋な培養物であって、前記細胞がＯＶＯＬ１を発現し、そして該
癌肝細胞が上皮癌または癌腫に由来する、前記実質的に純粋な培養物。
【請求項１０】
　癌幹細胞を単離する方法であって、ＯＶＯＬ１を発現する細胞の選択的富化を含んでな
る、前記方法。
【請求項１１】
　請求項９の癌幹細胞を増殖させることを伴う方法。
【請求項１２】
　癌幹細胞の増殖及び／又は発生を変調する候補剤を同定するための方法であって、
ａ）該候補剤の存在下でＯＶＯＬ１遺伝子又はプロモーターの発現産物の発現のレベルを
検出すること；及び
ｂ）その発現のレベルと該候補剤がない場合の発現のレベルを比較すること；を含んでな
り、ここで発現の減少は、該候補剤がＯＶＯＬ１遺伝子又はプロモーターの発現産物の発
現のレベルを変調することを示し、
そしてここで該剤がポリヌクレオチド、ポリペプチド、抗体又は有機小分子である、前記
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方法。
【請求項１３】
　ＯＶＯＬ１遺伝子の産物を発現する癌幹細胞の数を減少させるための医薬の製造におけ
る使用のための、請求項１２の方法により同定された抗体または核酸の使用。
【請求項１４】
　ＯＶＯＬ１遺伝子の産物を発現する癌幹細胞の数を減少させることにおいて使用するた
めの、請求項１２の方法により同定された抗体または核酸。
【請求項１５】
　癌幹細胞の場所を見つけ出す及び／又はイメージングするためのin vitroの方法であっ
て、ＯＶＯＬ１タンパク質に特異的に結合する放射標識された抗体、又はＯＶＯＬ１　ｍ
ＲＮＡ、コード配列及び／又はプロモーター配列と特異的にハイブリダイズする放射標識
された核酸プローブを使用する、前記方法。
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